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概要

接着剤などの樹脂材料は硬化後であっても、加熱した際にガス成分が発生することがあります。製造装
置などに樹脂が含まれる場合、発生したガス成分は装置や製品に悪影響を及ぼすことがあるため、実
際の材料を使用する温度や雰囲気でアウトガス成分を把握しておくことが重要です。
本事例ではエポキシ系接着剤を硬化後に加熱し、発生したガスをヘッドスペース - GC/MSにより分析し
た結果を紹介します。
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接着剤加熱時のアウトガス（脱ガス）分析

測定法 ：GC/MS
製品分野 ：製造装置・部品
分析目的 ：製品調査・組成評価・同定
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分析サービスで、あなたの研究開発を強力サポート！

樹脂から発生する腐食性ガスの分析

0

200000

400000

600000

800000

1000000

1200000

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
保持時間 (min)

■測定方法
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金属腐食性のある硫化水素と硫化カルボニルを検出

■クロマトグラム

硫化水素

硫化カルボニル

試料加熱

試料導入

試料

※ バイアル瓶に封入可能な
サイズである必要があります
(13mmφ×40mm以下 )

成分定性

GC MS

←注入口

カラム

脱ガス成分

プロピレン

エポキシ系接着剤 200℃ 30分加熱


